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論文内容要
 ヒ
目
 奥羽脊梁山脈にそってその西側には,秋田県の北部から福島県に至るまで,いくつかの内陸盆地が
 並列している。これらの盆地の地下水理は,規模の大きい平野,海岸平野または河谷平野等とは違っ
 たあり方を示している。筆者は昭和33年以降地質調査所に診いて,東北地方の水理地質について調査
 研究を続けてきたが,横手盆地の地下水理は,これらの内陸盆地の特徴をあらわしていることが明ら
 かになったので,筆者は地下水理と地質とを関連づけ,これを水理地質という体系のもとにまとめて
 研究を行なった。
 横手盆地とその周辺の地質については,層序学的に,岩石学的に,また古生物学的に研究されてき
 たが,盆地平野部の地下地質むよび地下水理についてはほとんど研究されていなかった。筆者はまず
 地形齢よび地質を水理地質学的に検討した。この調査研究に当っては,国土地理院発行の5万分の1
 地形図とともに,略集成による写真地図を併用した。
 地形に於いては扇状地の発生冷よびその形態,河岸段丘の分布とその性質むよび雄物川とその支流
 の旧河道の変遷を明らかにし,これらと地下水理との関係,特に地下水の賦存冷よぴ流動との関係を
 明らかにした。
 地質においては層序,盆地平野部の地下地質,第四紀層の下底の形態および地質構造と構造発達史
 を論じ,これらと地下水理との関連性,特に地層の容水地盤としての性質について検討した。
 地下水については,その分布状態,地下水理およびそれらと地下水の化学的性質との相関性につい
 て論じた。
 横手盆地における扇状地の分布は,盆地北東部にお・いては北方から,白岩,五百刈田,斉内,川口,
 千屋,六郷むよび金沢の諸扇状地に分けられ,白岩むよび五百刈田扇状地は独立した小
 扇状地を形成し,斉内,川口および平屋扇状地は複合扇状地を構成し,その規模も大きく六郷
 扇状地は扇面の明瞭な曲型的な扇状地で,金沢扇状地は削剥残丘にさえぎられて変形している。これ
 らの扇状地の扇面勾配は,急勾配の上扇面における最大は,白岩扇状地に診ける。、045,中扇面ない
 し下扇面に冷いては0.025～0,012の勾配である。盆地南部に拾いては,旧皆瀬川および旧成瀬川の
 つくった古い扇状地が分布している。
 横手盆地の地質層序は,上位から下位へ次の通りである。
 第四紀堆積物:粘土,砂,礫等
 平屋層=粗粒砂,砂礫等
 樺沢層:褐色ないし黒色泥岩,時に砂質又は凝灰質
 伊岡層(口船川層):褐色ないし黒色泥岩,時に砂質
 二井山層(霜女川層):層理の発達した硬質泥岩
 須郷田層:中粒ないし粗粒砂岩むよび礫岩
 先須郷田層:堆積岩,火山岩齢よび火山砕屑岩等
 横手盆地は羽越地向斜地帯に属し,先須郷田階の末期に海浸を受け,須郷田層は浅海性の砂礫,粗
 粒砂等の比較的粗粒の堆積物よりなる地層で,本層の堅く固結していない部分の地層は容水地盤とな
 りうるもので,地域南部の湯沢市付近では本層が帯水層となっている。二井山層(自女川層)が堆積
 した時階は本地域の沈降が最も甚しかった時階で,本属はいわゆる賦硬質頁岩.といわれる層理の発
 達した緻密かつ堅硬友泥岩の層厚からなり,保水性に乏しく,一般には容水地盤にはなりにくいが,
 向斜構造または緩傾斜の構造を呈ずる地層に壽いて,下盤に不透水性の硬質泥岩があり,その上位に
 固結度の低い砂質あるいは凝灰質で透水性のある地層がぐる場合には,上位にある地層は帯水層とな
 っている。伊岡層(説船川層)は二井山膚に較べて堆積環境は変化しているが,やはり全面的に海浸
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 の継続した時階の堆積層で,褐色ないし黒色の緻密な泥岩層からなり,保水性は少なく,容水地盤と
 しては適当でないが,砂質の部分は帯水層になる。樺沢層の堆積時階に至り,横手盆地一帯は地向斜
 地域としての性格を失い,本地域は全般的に隆起し,出羽丘陵は陸化した時階で,横手盆地に拾いて
 は和田盆地に続いた地域がわずかに海域として残り樺沢層を堆積した。本層は砂質泥岩を主体とした
 地層で,伊岡層に較べてやや砂質沿よび凝灰質の部分が多ぐなり,従って保水性も全般的に幾分か増
 加していて,特に砂層が発達している部分は帯水層となっている。
 樺沢層の堆積後に盆地は陸化し,侵蝕を受け,その後秋田油田地域に蒔ける鮪川階に相当する時階
 に本地域においては平屋層が堆積した。平屋層は砂礫粗粒砂等からなり,下部には薄い亜炭層を挾
 在し,帯水層としては適するがその分布は盆地北東部D標高100卿以上もある小地域に限られている。
 現在の横手盆地としての構造の発達は,第四紀において盆地中央部がはじめて沈降を開始したもの
 で,その中心部は横手市西方の大雄村田根森付近で,また盆地北部の六郷町付近にももう一つの中心
 があった。その沈降は,湖沼を形成して亜炭もしぐは泥炭などを堆積させるような環境にあったので
 はなく,砂礫時には粘土等を堆積しながら徐々に沈降を行なったものである。第四紀堆積物の最も
 厚い部分は240形をこえ,第四牙i礪の基底の最も深い部分は海水準下エ50～200πに達している。
 この盆地堆積物の堆積後に,盆地の中央部から南部にかけては,泥炭層の堆積が行なわれ,また皆
 瀬川むよび成瀬川は現在の流路をとらずに,両何日は増田町付近からそれぞれ北方ないし北西方に別
 別に流れていたが,その後の地盤の傾動によって次第に流路を西方に移動して現在に至ったもので,
 その旧流路は皆瀬透水帯むよび成瀬透水帯を形成している。
 盆地平野部にかいては,自由面地下水の一一部は北東部の扇状地地帯および南部の透水帯にむいて湧
 水帯をつくり,また被圧地下水は盆地の北部お・よび南部にむいて自噴帯を形成する。地下水は第四紀
 層のなかの地下水と第三紀層の地下水に分けられ,第四紀層地下水は流動性地下水と停滞性地下水に
 分けられる。流動性地下オは降水,伏流水むよび表流水などの滲透伏没むよび透過によって水の供給を
 受けて,地層の土粒子間を水が流動する地下水をいい,盆地北東部の扇状地群にむいては,東方から
 西方ないし北西方に流動する状態にあって,この流動は大曲型停滞性地下水をrコ心とする停滞性地下
 水塊によって制約される。
 盆地南部の皆瀬・成瀬透水帯に細いては,南東方から北西方へ地下水は流動するが,泥炭地型停滞
 性地下水塊によってその流動は制限される。停滞性地下水は,地下水面の動水勾配が小さぐ,また地
 層は透水性に乏しく,かっ盆地堆積層を飽和している地下水が盆地の狭窄部によって流動を佑1駒され
 た状態にある地下水をいい,その分布区域は大曲市を中心にした地域およびその南方の泥炭の分布す
 る地域で,盆地の西半部を占めている。第三紀層のなかの地下水には,盆地周辺山地の第三紀層冷よ
 び盆地床部を埋めた第四紀層の下位にある第三細嚼のなかの地下水とあって,盆地下底にあるものは
 化石水を含んでいる。
 地下水の水質は,流動性地下水停滞性地下水および第三紀層地下水にそれぞれ対応していて,そ
 れらの水質の特徴は,keydiagramに齢いて,流動性地下水はarea5(NoneofthePrecediηg
 characteris七icsexceeds50percent)に属し,停滞性地下水はarea1(Carbonatehardne8sex-
 ceeds50percent)1ノ⊂属し,第三紀層地下水はare艮2(C昌rbona七eaik昆11exceeds50percenと)
 お・よびarea4(Noncarbonatealkaliexceeds50percenむ)に属している。またkeydiagram
 とともにnewlydeviseddi&gramを用いた。これは左側にアニオン,右側にカチオンの主成分量を
 epmであらわしたもので・アニオンとして上より順にSOr・HCOず,およびGl一,カチオンとして
 Fe2ヰ+NH、、CaZ++Mg2蓄よびNa++K+の6成分によって水質の特徴をあらわした。流動性地
 2一』
 下水は一般にFe+亙H4+がほとんどなぐ,またアニオ・ンの量があまり変らず,それらは地域的に4
 っのタィブ,即ち白岩型,六郷型,皆瀬'成瀬型寿よび増田型に分けられろ。停滞性地下水は,一般
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 にFe2++町の著しぐ多いこと,齢よびアニオンではHCO3『,カチオンではCa2++Mg2+の増
 加によつて特徴づけられ,地域的に黒鎧型,大曲型齢よび泥炭地型に分けられる。流動性地下水域と
 停滞性地下水域との境界は,皆瀬・成瀬型の流動性地下水から泥炭地型の停滞駐地下水へのように急
 速に変る場合もあり,また徐々に移り変る場合もある。
 横手盆地に潜ける地下水理とその水質は,盆地の生成に大きな関連があり,またその地質的発達過
 程は,水文および水理地質と密接な関係にあることが明らかである。
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論文審査要
 ヒ
自
 小西泰次郎提出論文は“横手盆地の水理地質学ヨ勺研究"と題して序文,謝辞}研究史,研究方法
 並びに5章からなっている。
 第1章では,横手盆地の地形・地質について記載し,各地層の分布層序関係,地質構造について
 詳細に述べている。第2章は横手盆地の地下水分布,特に各地層との関係について記述し,第3章は
 横手盆地にむける地下水の化学的性質を記載している。第4章では横手盆地の地下水理について考察
 している。第5章には邦文要約を記述する他参照文献集並びに英文要約を付記している。
 秋田県横手盆地は奥羽脊梁山脈の西側に並行して分布する内陸盆地の1つである。横手盆地は東縁
 に沿って南北性正断層が走り,平野部中央には南北性蝶番断層があり,これ等の断層によって形成さ
 れた構造盆地である事を明らかにしている。又これらの断層構造は第四紀層により不整合に覆われ,
 従って盆地形成の地質時代は第三紀層堆積後,第四紀層堆積前と考えている。更に盆地内に分布する
 河川の発達過程に従って堆積,侵蝕,河岸段丘の形成等により現在の地形をとるに至った過程を詳細
 に記載している。同盆地西南部には緩いwarpingzoneがあ動河川の流路は河岸段丘を残しつつ移動
 した事も指摘している。横手盆地及びその周縁には第四紀層及び新第三紀層が広く分布し,後者は下
 位より須郷田・二井山・伊岡・樺沢の各膚とこれらと不整合関係の千屋層からなる。地下水は各層に
 含まれている。小西はそれらを第四紀層中の流動性地下水,停澗生地下水と,第三紀層中の地下水の
 3型に区分している。第四紀層中の流動性地下水は,盆地東縁部に分布する扇状地及び河岸段丘に豊
 富に含まれ東より西に流動するが西部には及ばない。停滞性地下水は盆地西部に可成り広い分布を示
 している。
 新第三紀層中の地下水は盆地南部に分布する須郷田層に最も多く,他の地層はArgillaceousr㏄k
 を主とするため砂岩・凝灰岩の挾みに限られて含まれる。
 又,二井山・伊岡・樺沢の各層では向斜部にのみ多くの地下水を含む事を指摘している。この様に
 横手盆地の地下水の特徴は盆地生成過程の環境,即ち盆地の構造発達に強ぐ支配されている事を指摘
 している。更に地下水について化学的特性を示すため平野部71ケ所から採水し地質調査所で化学分析
 を行なった。
 発表済論文は8篇あり何れも本研究に重要なものである。
 審査員一同は論文審査の結果及び最終試験の結果に基づいて,小西泰次郎提出の論文は理学博士の
 学位論文として合格と認める。
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